
我が国を『創薬の地』とする

　日本には、アカデミアやスタートアップ
が有する有望な創薬の「種」が数多く存在
します。当課では創薬の「種」が育つため
の環境を整備して、日本を欧米にも引けを
とらない創薬の地とするための政策を
作っています。また、令和６年には、厚生
労働省内に「ヘルスケアスタートアップ等
の振興・支援策検討プロジェクトチーム」
を立ち上げ、省内のみならず省庁間の垣根
を越えて、現場の意見も踏まえつつ、ス
タートアップ振興・支援のための多くの提
言を策定しました。毎年10月には「ジャパ
ン・ヘルスケアベンチャー・サミット（Ｊ

ＨＶＳ）」を開催するなど、日本の医薬産業
を盛り上げるための取組を進めています。

医薬品の安定供給

　ここ数年来、特に後発医薬品の供給不安
が社会問題となっています。そのため、当
課では、医薬品の安定供給に向けて、後発
医薬品産業の構造改革に向けた環境整備
を行うとともに、医薬品の増産に取り組む
企業への財政的補助や、製薬企業における
医薬品の安定供給体制整備に係る制度化、
医療上重要な抗菌薬原薬の国産化の推進
など、安定供給に必要な取組を総合的に進
めています。

バイオシミラーの使用促進

　後発医薬品の中でもバイオシミラーは、
先行バイオ医薬品とともに、医薬品分野の
中でも成長領域として期待されている分
野です。そのため、従来の後発医薬品とは
異なり、医療費適正化の観点に加え、我が
国におけるバイオ産業育成の観点からも、
使用を促進する必要があります。そこで、
当課においては、バイオシミラーの普及啓
発活動や製造施設の建設に係る財政的支
援、バイオシミラーも含めたバイオ医薬品
の製造に携わる人材の育成等、バイオシミ
ラーの使用促進に効果的な施策を講じて
います。

セルフケア・セルフメディケーションの
推進

　国民一人ひとりが可能な限り健康で有
意義な生活を送りながら活躍できる「健康
活躍社会」を実現していくためには、限ら
れた医療資源を有効に活用しながら、国民
の健康づくりを促進することが重要です。
　そこで、セルフケア・セルフメディケー
ションの推進のため、セルフメディケー
ション税制の運用や効果検証のほか、セル
フケア・セルフメディケーションの周知・
啓発等を進めています。
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「医薬品産業ビジョン」や「医療機器基本計画」等の策定により、医薬品・医
療機器産業のあるべき姿を見据え、健全な発展に向け生産・流通・消費に対す
る改善や調整等を担っています。医薬品・医療機器等を提供する企業や業界の
意見を政策に反映しつつ、産業の振興を図ることが私たちの使命です。

内容に関する
参考ホームページ

革新的新薬から後発医薬品・OTC医薬品まで、
全部全力で支援します

医政局

医薬産業振興・
医療情報企画課

バイオシミラーは、先行バイオ医薬品と同等、
同質の品質、安全性、有効性を有する医薬品です。

バイオシミラーとは ? バイオシミラーについて詳しく知りたい方は、以下をご覧ください。
●もっとバイオ医薬品やバイオシミラー
　を知りたい

バイオシミラーは、バイオ医薬品の
特許が切れた後に、他の製薬会社から発売される薬で、特許が切れた
薬と同じように使うことができます。

●薬について相談したい独立行政法人医薬品医療機器総合機構 くすり相談窓口
がん・糖尿病・リウマチなどの病気と闘うために

なに？
バイオシミラーって
バイオシミラーって

電　　話： 03-3506-9425受付時間： 月曜～金曜（祝日・年末年始を除く）

　　　　　9時～17時

国立医薬品食品衛生研究所生物薬品部
http://www.nihs.go.jp/dbcb/

一般社団法人日本バイオシミラー協議会https://www.biosimilar.jp

一般社団法人くすりの適正使用協議会https://www.rad-ar.or.jp

厚生労働省
電　　話： 03（5253）1111（代表）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/kenkou_iryou/iryou/kouhatu-iyaku/
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